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　要旨：今回我々はダイナミック CT で小腸内の出血源が推定でき，早急に外科的切除が可能であった 

Meckel 憩室の一例を経験したので報告する．症例は４歳男児．血便と意識障害で福岡大学筑紫病院へ入

院．血液検査で小球性低色素性貧血を認め，一般生化学検査で UN の上昇を認める以外異常はみられな

かった．輸液管理で意識障害は速やかに消失したが貧血は進行した．緊急に行った下部消化管内視鏡検査

でバウヒン弁からの出血が観察され小腸出血が考えられたためダイナミック CT 検査を施行した．上腸間

膜動脈付近に憩室内出血が推定されたため，緊急開腹術を施行した．回腸末端より口側 ４５cm の腸間膜付

着側に ４×３cm の憩室を確認，切除した．病理組織学的には異所性胃粘膜を伴っていた．ダイナミック 

CT 検査は，ある一定量以上の出血が持続しているメッケル憩室による消化管出血の早期診断に有用であ

ると考えられた．
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